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五
條
市
墓
地
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
２
号
）
議
定
に
つ
い
て

委
員　

市
営
墓
地
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
ブ
ロ
ッ
ク
撤
去
後
設
置
さ
れ
る

新
し
い
フ
ェ
ン
ス
は
地
震
や
強
風

に
も
耐
え
ら
れ
る
設
計
な
の
か
。

答
弁　

地
震
や
台
風
に
つ
い
て
も

ブ
ロ
ッ
ク
塀
に
比
べ
数
段
優
れ
、

強
度
試
験
に
つ
い
て
も
鉛
直
、
水

平
過
重
試
験
と
も
合
格
し
た
仕
様

と
な
っ
て
い
る
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

委
員　

建
設
す
る
上
野
公
園
防
災

力
強
化
棟
に
つ
い
て
、
１
階
は
水

没
は
し
な
い
の
か
。

答
弁　

前
回
の
平
成
29
年
の
災
害

レ
ベ
ル
で
水
没
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
が
、
設
計
変
更
に
よ
り
防
水
、

止
水
扉
を
付
け
て
止
水
対
策
を
し

て
い
る
。

委
員　

水
没
す
る
可
能
性
の
あ
る

１
階
部
分
を
上
げ
、
３
階
建
て
に

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答
弁　

基
礎
か
ら
全
部
上
げ
る
と

建
設
費
が
４
億
円
以
上
と
な
る
こ

と
か
ら
、
様
々
な
検
討
を
重
ね
、

敷
地
の
か
さ
上
げ
を
50
セ
ン
チ
行

い
、
２
階
に
控
室
・
多
目
的
ホ
ー

ル
、
１
階
に
発
電
機
を
据
え
る
現

在
の
設
計
と
な
っ
た
。

委
員　

施
設
を
建
て
る
目
的
に
、

柔
道
の
畳
を
置
く
場
所
と
い
う
こ

と
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

畳
は
１
階
倉
庫
に
置
く
形

と
な
っ
て
い
る
。

委
員　

自
家
発
電
装
置
の
容
量
は
。

答
弁　

１
５
０
キ
ロ
ボ
ル
ト
ア
ン

ペ
ア
で
、
体
育
館
本
体
の
電
灯
の

約
３
分
の
１
で
、
管
理
室
・
研
修

室
・
ト
イ
レ
等
の
空
調
に
は
対
応

し
て
い
な
い
。
稼
働
時
間
は
72
時

間
と
な
っ
て
い
る
。

委
員　

防
災
力
の
強
化
で
あ
る
な

ら
、
空
調
設
備
ま
で
維
持
で
き
る

自
家
発
電
装
置
を
水
の
漬
か
ら
な

い
場
所
に
置
く
べ
き
と
考
え
る
。

　
　

工
事
請
負
契
約
の
締
結
の

　

議
案
は
、
審
査
の
の
ち
、
起

　

立
採
決
を
行
う
こ
と
と
な
り
、

　

起
立
採
決
の
結
果
、
否
決
す

　

べ
き
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
本
会
議
に
て
議
案

　

撤
回
の
申
出
が
承
認
さ
れ
、

　

議
案
は
撤
回
と
な
り
ま
し
た
。

　
　

厚
生
建
設
常
任
委
員
会

五
條
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等
の
規

制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

委
員　

不
法
投
棄
の
監
視
体
制
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

毎
日
、
生
活
環
境
課
職
員

と
専
門
官
が
巡
回
し
て
い
る
。

委
員　

不
法
投
棄
の
現
況
は
。

答
弁　

現
在
４
件
の
相
談
を
受
け

て
い
る
が
、
現
地
に
は
異
常
は
な

い
。
現
地
を
見
て
回
り
、
問
題
が

あ
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
指
導
し

た
り
県
と
連
絡
を
取
り
合
っ
て
対

応
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

ん
で
い
た
が
、
地
元
説
明
会
で
の

要
望
も
あ
り
、
当
初
17
名
配
置
、

そ
の
後
、
地
元
環
境
保
全
対
策
委

員
会
で
の
再
調
整
等
を
行
い
、
現

在
は
12
名
で
あ
る
。

委
員　

増
員
分
の
費
用
は
市
の
負

担
と
な
る
。
工
事
内
容
を
検
討
し

適
切
な
配
置
を
お
願
い
す
る
。

新
庁
舎
周
辺
道
路
工
事
に
つ
い
て

委
員　

旧
岡
中
線
の
進
捗
状
況
は
。

答
弁　

一
部
地
権
者
と
交
渉
中
の

所
も
あ
る
が
、
北
側
の
拡
幅
工
事

は
年
度
内
を
予
定
し
て
い
る
。

委
員　

様
々
な
問
題
が
あ
る
が
、

早
期
の
解
決
を
お
願
い
す
る
。

五
條
市
の
財
政
に
つ
い
て

委
員　

五
條
市
の
財
政
的
順
位
は

全
国
的
に
低
い
位
置
に
あ
る
。
全

庁
的
な
中
・
長
期
の
財
政
計
画
は
。

答
弁　

組
織
事
業
評
価
を
行
い
、

今
年
度
よ
り
、
事
業
別
予
算
編
成

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

委
員　

事
業
を
一
つ
一
つ
無
駄
な

く
進
め
、
し
っ
か
り
と
し
た
方
針

で
臨
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

職
員
の
採
用
に
つ
い
て

委
員　

職
員
の
新
規
採
用
人
数
の

判
断
の
方
法
は
。

答
弁　

採
用
試
験
委
員
会
で
決
定

す
る
が
、
原
則
退
職
者
と
同
等
数

を
補
充
す
る
と
い
う
形
で
あ
る
。

委
員　

効
果
的
で
適
正
な
人
員
配

置
に
努
め
る
よ
う
お
願
い
す
る
。

期
日
前
移
動
投
票
車
に
つ
い
て

委
員　

現
在
の
検
討
状
況
は
。

答
弁　

山
間
部
の
積
雪
時
の
巡
回

に
問
題
が
あ
り
導
入
す
る
と
い
う

結
論
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

委
員　

現
状
を
見
れ
ば
、
大
塔
や

西
吉
野
地
域
の
方
々
に
喜
ん
で
投

票
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
う
。
来

年
の
統
一
地
方
選
挙
に
は
間
に
合

う
よ
う
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
補
助
金
に
つ

い
て

委
員　

民
間
の
危
険
性
の
高
い
ブ

ロ
ッ
ク
塀
の
撤
去
の
補
助
金
は
。

答
弁　

県
内
で
11
市
が
検
討
を
進

め
て
お
り
、
市
で
も
前
向
き
に
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

歳
出
に
つ
い
て

総
務
費
に
つ
い
て

委
員　
「
五
條
市
元
気
な
ま
ち
づ

く
り
交
付
金
」
の
交
付
団
体
数
は
。

答
弁　

一
般
14
団
体
、
学
生
４
団

体
で
あ
る
。

委
員　

ふ
る
さ
と
納
税
の
件
数
と

金
額
、
返
礼
品
の
数
は
。

答
弁　

５
，
６
０
９
件
、
６
，
２

３
５
万
円
、
約
90
品
目
が
登
録
さ

れ
て
い
る
。

委
員　

目
標
を
定
め
、
市
の
ビ
ジ

ョ
ン
を
出
せ
る
よ
う
な
使
い
方
を

お
願
い
す
る
。

農
林
業
費
に
つ
い
て

委
員　

ジ
ビ
エ
ー
ル
五
條
の
Ｐ
Ｒ

開
発
商
品
の
内
容
は
。

答
弁　

セ
ー
ム
革
、
精
肉
、
ぎ
ょ

う
ざ
、
カ
レ
ー
を
売
出
中
で
、
肉

ま
ん
、
串
カ
ツ
を
開
発
中
で
あ
る
。

委
員　

市
を
上
げ
て
取
り
組
む
事

業
と
思
う
の
で
、
市
内
飲
食
店
で

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
増
や
す
展
開
も

必
要
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

商
工
費
に
つ
い
て

委
員　

企
業
立
地
・
雇
用
促
進
奨

励
金
の
事
業
内
容
は
。

答
弁　

市
内
企
業
10
社
に
対
し
、

市
内
在
住
者
を
新
規
雇
用
し
、
設

備
投
資
す
る
場
合
、
固
定
資
産
税

の
70
％
を
交
付
す
る
も
の
で
、
２

社
15
名
の
新
規
雇
用
が
あ
っ
た
。

委
員　

買
物
支
援
事
業
の
エ
リ
ア

に
つ
い
て
、
現
在
の
大
塔
・
西
吉

野
永
谷
地
区
以
外
の
検
討
は
。

答
弁　

検
証
を
行
っ
た
が
、
１
車

両
で
週
４
日
、
予
備
日
２
日
と
い

　
総
括
質
問

地
域
の
防
犯
灯
に
つ
い
て

委
員　

過
疎
化
等
で
将
来
、
防
犯

灯
維
持
が
困
難
と
な
る
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
が
、
維
持
費
な
ど
を
ど

う
考
え
る
か
。

答
弁　

市
内
に
は
約
６
，
５
０
０

基
の
防
犯
灯
が
あ
り
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
に

交
換
し
て
も
約
１
千
万
円
の
経
費

が
毎
年
か
か
る
。
人
的
負
担
、
財

源
等
今
後
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

交
通
誘
導
員
の
配
置
に
つ
い
て

委
員　

新
庁
舎
建
設
工
事
で
工
事

車
両
通
行
に
あ
た
っ
て
、
誘
導
員

は
何
名
配
置
さ
れ
て
い
る
か
。

答
弁　

発
注
段
階
で
５
名
を
見
込

う
形
態
や
現
在
の
委
託
料
で
は
採

算
が
と
れ
ず
対
応
は
難
し
い
と
の

結
果
で
あ
っ
た
。

委
員　

五
條
新
町
き
つ
ね
の
森
フ

ェ
ス
の
内
容
は
。

答
弁　

18
店
舗
の
模
擬
店
と
展
示

６
店
、
来
場
者
は
約
千
人
と
報
告

を
受
け
て
い
る
。

委
員　

新
町
通
り
を
歩
く
な
ど
の

コ
ン
セ
プ
ト
を
取
り
入
れ
、
他
の

観
光
事
業
と
足
並
み
を
そ
ろ
え
る

工
夫
を
し
、
良
い
イ
ベ
ン
ト
に
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

教
育
費
に
つ
い
て

委
員　

創
意
工
夫
を
生
か
し
た
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
事
業
支
援
金

の
内
容
は
。

答
弁　

市
内
４
小
学
校
に
補
助
し

た
も
の
で
、
ふ
る
さ
と
学
習
や
Ｉ

Ｃ
Ｔ
教
育
な
ど
の
取
組
が
あ
っ
た
。

委
員　

星
の
く
に
の
宿
泊
訓
練
活

用
補
助
金
の
内
容
は
。

答
弁　

小
学
校
４
年
生
を
対
象
に

一
人
あ
た
り
２
千
円
を
補
助
す
る

も
の
で
、
平
成
29
年
度
は
５
校
の

実
施
が
あ
り
、
参
加
人
数
に
応
じ

て
補
助
し
て
い
る
。

委
員　

今
後
も
継
続
し
て
、
野
外

活
動
に
星
の
く
に
を
使
っ
て
い
た

だ
き
た
い
。

決
算
審
査
特
別
委
員
会

　

厚
生
建
設
常
任
委
員
会
で
は
、
７
月
26
日
・
27
日
の
日
程

で
高
知
県
梼
原
町
と
香
南
市
へ
、
移
住
・
定
住
促
進
の
取
組

に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
日
目
は
、
高
知
県
中
西
部
に
位
置
す
る
総
面
積
の
91
％

を
森
林
が
占
め
る
自
然
豊
か
な
梼
原
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

梼
原
町
は
、
空
き
家
を
所
有
者
か
ら
10
年
間
無
償
で
借
り

上
げ
、
耐
震
化
や
リ
フ
ォ
ー
ム
を
行
い
、
低
額
な
家
賃
で
移

住
・
定
住
者
に
貸
す
と
い
う
空
き
家
活
用
促
進
事
業
に
よ
る

移
住
定
住
者
支
援
住
宅
を
町
が
運
用
す
る
な
ど
物
事
を
全
体

で
考
え
る
と
い
う
事
業
展
開
を
行
い
、
１
７
９
人
も
の
人
が

移
住
・
定
住
し
ま
し
た
。

　

２
日
目
に
訪
れ
た
香
南
市
は
、
平
成
22
年
の
自
衛
隊
誘
致

成
功
と
高
規
格
道
路
の
完
成
等
の
理
由
か
ら
、
平
成
18
年
の

合
併
時
か
ら
の
人
口
減
少
は
わ
ず
か
９
４
２
人
で
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
28
年
２
月
策
定
の
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
い

て
、
何
も
施
策
を
行
わ
な
い
と
50
年
後
に
は
３
万
３
千
人
の

人
口
が
１
万
人
以
上
減
少
す
る

と
の
結
果
を
受
け
、
空
き
家
バ

ン
ク
利
用
時
の
空
き
家
改
修
補

助
な
ど
、
移
住
者
に
対
す
る
複

数
の
補
助
制
度
の
創
設
、
移
住

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
に
よ
る
県
内

外
か
ら
の
移
住
Ｐ
Ｒ
等
、
移
住

者
誘
致
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
。

　

自
然
豊
か
な
山
間
部
と
中
心

市
街
地
に
近
い
都
市
部
の
両
方

の
施
策
が
視
察
す
る
こ
と
が
で

き
、
実
り
あ
る
研
修
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
回
の
研
修
内
容
を
今
後
の

五
條
市
の
施
策
に
も
生
か
す
べ

く
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。



議 案 名

議
決
結
果

(以下は、全議員賛成のもと原案のとおり可決・承認・同意した議案）

議　案　の　概　要

議第４７号　平成３０年度五條市一般会計補正予算
（第３号）議定について

発議第５号　児童虐待防止対策の更なる強化を求める
意見書について

議　案　名

発議第６号　確かな未来へ向けた健全な財政運営を求
める決議について

【第１回　臨時会】
議第５２号　工事請負契約の締結について

議第４５号　職員の退職手当に関する条例等の一部改
正について

平成３０年第３回９月定例会及び第１回臨時会の表決結果と議決結果
○＝賛成　　●＝反対　　退＝退席　　欠＝欠席　　長 ＝議長

　議長交際費は、議長が五條市議会
を代表して、議会運営上、特に必要
と認める場合に予算の範囲内で支出
する経費です。
　支出にあたっては、社会通念上妥
当と認められる範囲で、必要最小限
になるよう努めています。
　平成３０年度の上半期（４月～９
月）の支出状況は、次のとおりです。

　☆折衝接遇経費　　　
　　　　２件　   １０，０００円
　☆儀礼的経費　
　　　　７件   　７５，０００円
　☆賛助的経費 　　　  
　　　　３件　   ３７，１４０円
　☆その他経費　　　　
　　　　１件　   　５，２８０円
    合　計  
　　　１３件   １２７，４２０円

15 意見書・決議ほか 14表決結果と議決結果

平成３０年度五條市国民健康保険特別会計補正予算
(第１号)議定について

倒壊の危険度が高い市営墓地のブロック塀撤去等の予算措
置に特に緊急を要したため、専決処分を行った

一般会計、国民健康保険特別会計、下水道事業特別会計、
墓地事業特別会計、介護保険特別会計、大塔診療所特別
会計、農業集落排水事業特別会計、後期高齢者医療特別
会計及び水道事業会計の９会計の平成２９年度歳入歳出
決算を認定

長○ ●○ ●○ ○○● ● 可決○ ●

長○ ●退 ●○ ○○● ○ 可決

長○ ○○ ○○ ○○○ ○ 可決○ ○

○ ●

専決処分の報告、承認を求めることについて（平成
３０年度五條市墓地事業特別会計補正予算（第１号））

人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることに
ついて

片山邦彦氏、中永民子氏、山本美智子氏の推薦に同意
（平成３１年１月１日から３年間）

五條市不当要求行為等防止条例の施行に伴う五條市不当要
求行為等審査会に係る経費及び墓地事業特別会計繰出金の
予算措置に特に緊急を要したため、専決処分を行った

専決処分の報告、承認を求めることについて
(平成３０年度五條市一般会計補正予算（第２号）)

　

       

　今般、東京都目黒区で両親から虐待を受け女児が死亡するという痛ましい事件が発生した。このような虐待
事案は、近年、急増しており、平成２８年度全国の児童相談所に寄せられた児童虐待相談件数は１２万件を超
え、５年前と比べると倍増している。
　こうした事態を重く受け止め、政府は平成２８・２９年と連続して児童福祉法等を改正し、児童虐待防止対
策を強化してきた。しかし、今回の事案は、児童相談所が関与していたにもかかわらず、虐待から救うことが
できなかった。
　虐待から子供の命を守るためには、子供の異変に早期に気づき、虐待の芽を摘むことが何よりも重要であり、
そのためには児童相談所のみならず関係機関や民間団体等が協働し、虐待の防止に取り組むことが必要である。
　よって政府においては、こうした痛ましい事件が二度と繰り返されないためにも、児童虐待防止対策の更な
る強化に向け、下記の事項に取り組むことを強く求める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
１　平成２８年度に政府が策定した「児童相談所強化プラン」を拡充し、市町村における児童虐待防止体制の
　強化や中核市・特別区への児童相談所の設置も加えた児童虐待防止体制を強化するプランを新たに策定する
　とともに、地方交付税措置を含めた必要な財源を速やかに講ずること。
２　子供の問題を児童相談所に一極集中させている現状を改めること。具体的には、児童相談所と市町村の役
　割分担を更に明確にするとともに、施設やＮＰＯ等民間機関・団体や他の行政機関等との連携を強化して役
　割分担・協働を加速する「児童相談体制改革」を行うこと。
３　児童相談所間および児童相談所と市町村の情報共有については、仮に転居があったとしても、危機感や支
　援状況が確実かつ迅速に引き継げるよう、引き継ぎの全国共通ルールを定めるとともに、全国からアクセス
　できるシステムを整備すること。また、児童相談所と警察との情報共有については、必要な情報がタイムリ
　ーかつ確実に共有できるようにするとともに、適切かつ効果的に情報共有できるシステムを新たに構築する
　こと。
４．全国共通ダイヤル「１８９」を児童虐待通告に限定し、児童相談所の相談できる窓口につながるまでの間
　にいまだ半数以上の電話が切れている実態を速やかに検証・分析し、その結果を踏まえ、児童相談所への通
　告の無料化の検討を含め、運用の改善に努めること。
５．保育所や幼稚園・学校と情報共有を図ること。いじめ防止対策と同様、小中学校の校務分掌に虐待対応を
　位置づけ、対応する組織を明確化するとともに、スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）を中心とした学校
　における虐待対応体制を整備すること。
　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
   　　　　　　　　　　　平成３０年９月２６日　　　　　　　　　　　　　　五條市議会

児童虐待防止対策の更なる強化を求める意見書

補正予算額　　８，６３２千円
（療養給付費等交付金返還金の追加）

長● ○● ○● ●●○ ○ 可決○ ○

確かな未来へ向けた健全な財政運営を求める決議

　

       

　　まちの活性化のための環境整備、魅力あるまちづくり等々、今後市
　として取り組むべき事業が山積しており、その中でも確かな未来へ向
　け安心して住み続けたいまちづくり、すなわち「市民の幸せ」が最優
　先されるべきであると考えます。
　　 今後、取り組もうとされる「新庁舎整備事業」「周辺道路整備事業」
　「学校適正化事業」「花咲寮整備事業」等を見据えると１００億円を
　超える途方もない事業費を集中的に要し、財政に負担を強いるのは明
　らかであります。
　　また、当市の財政状況は、監査委員による決算審査意見書にも、「
　経常収支比率は大きく押し上がり前年度と比較すると２．１％悪化の
　９９．０％となっている。また、普通建設事業費は平成２７年度から
　飛躍的に増えており、それに伴い地方債残高が増加に転じ元金償還額
　が増加している。」とあります。
　　経常収支比率は、硬直化の一途をたどり、財政構造は弾力性を失い、
　年度ごとの公債費は償還の平準化、返済の先送りという工夫をし、収
　支の枠内に収まりつつも、実質公債費比率は上昇傾向にあり、将来の
　地方交付税の減額などを考えるとき、市民の皆様のための教育や福祉
　事業に支障を来す不安があります。
　　私たち議員は、理事者とともに「子育てを充実し、住んで良かった
　と思える魅力あるまちづくり」に取り組む責務があります。
　　今後において、なお一層厳しい財政状況が想定されるなか、事業を
　分散し、計画的で効率的かつ効果的な行財政運営を推進し、行政課題
　の解決、市民生活の向上と福祉の増進等、確かな未来へ向けた健全な
　財政運営を求めるものであります。
　　  以上決議します。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　 平成３０年９月２６日　　 五條市議会
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五條市土砂等の埋立て等の規制に関する条例の一部改
正について

体積用件の削除、行政代執行に係る規定の追加等を行うた
め（平成３０年１０月1日から施行）

平成３０年度五條市墓地事業特別会計補正予算(第２
号)議定について

補正予算額　　４，６００千円
（委託料、工事請負費の追加）　

平成３０年度五條市介護保険特別会計補正予算(第１
号)議定について

補正予算額　　５９，５４５千円
（介護保険財政調整基金積立金・返還金の追加）　

平成２９年度各会計歳入歳出決算認定について

長○ ●○ ●○ ○○○ ● 可決● ●



議 案 名

議
決
結
果

(以下は、全議員賛成のもと原案のとおり可決・承認・同意した議案）

議　案　の　概　要

議第４７号　平成３０年度五條市一般会計補正予算
（第３号）議定について

発議第５号　児童虐待防止対策の更なる強化を求める
意見書について

議　案　名

発議第６号　確かな未来へ向けた健全な財政運営を求
める決議について

【第１回　臨時会】
議第５２号　工事請負契約の締結について

議第４５号　職員の退職手当に関する条例等の一部改
正について

平成３０年第３回９月定例会及び第１回臨時会の表決結果と議決結果
○＝賛成　　●＝反対　　退＝退席　　欠＝欠席　　長 ＝議長

　議長交際費は、議長が五條市議会
を代表して、議会運営上、特に必要
と認める場合に予算の範囲内で支出
する経費です。
　支出にあたっては、社会通念上妥
当と認められる範囲で、必要最小限
になるよう努めています。
　平成３０年度の上半期（４月～９
月）の支出状況は、次のとおりです。

　☆折衝接遇経費　　　
　　　　２件　   １０，０００円
　☆儀礼的経費　
　　　　７件   　７５，０００円
　☆賛助的経費 　　　  
　　　　３件　   ３７，１４０円
　☆その他経費　　　　
　　　　１件　   　５，２８０円
    合　計  
　　　１３件   １２７，４２０円

15 意見書・決議ほか 14表決結果と議決結果

平成３０年度五條市国民健康保険特別会計補正予算
(第１号)議定について

倒壊の危険度が高い市営墓地のブロック塀撤去等の予算措
置に特に緊急を要したため、専決処分を行った

一般会計、国民健康保険特別会計、下水道事業特別会計、
墓地事業特別会計、介護保険特別会計、大塔診療所特別
会計、農業集落排水事業特別会計、後期高齢者医療特別
会計及び水道事業会計の９会計の平成２９年度歳入歳出
決算を認定

長○ ●○ ●○ ○○● ● 可決○ ●

長○ ●退 ●○ ○○● ○ 可決

長○ ○○ ○○ ○○○ ○ 可決○ ○

○ ●

専決処分の報告、承認を求めることについて（平成
３０年度五條市墓地事業特別会計補正予算（第１号））

人権擁護委員の候補者推薦につき意見を求めることに
ついて

片山邦彦氏、中永民子氏、山本美智子氏の推薦に同意
（平成３１年１月１日から３年間）

五條市不当要求行為等防止条例の施行に伴う五條市不当要
求行為等審査会に係る経費及び墓地事業特別会計繰出金の
予算措置に特に緊急を要したため、専決処分を行った

専決処分の報告、承認を求めることについて
(平成３０年度五條市一般会計補正予算（第２号）)

　

       

　今般、東京都目黒区で両親から虐待を受け女児が死亡するという痛ましい事件が発生した。このような虐待
事案は、近年、急増しており、平成２８年度全国の児童相談所に寄せられた児童虐待相談件数は１２万件を超
え、５年前と比べると倍増している。
　こうした事態を重く受け止め、政府は平成２８・２９年と連続して児童福祉法等を改正し、児童虐待防止対
策を強化してきた。しかし、今回の事案は、児童相談所が関与していたにもかかわらず、虐待から救うことが
できなかった。
　虐待から子供の命を守るためには、子供の異変に早期に気づき、虐待の芽を摘むことが何よりも重要であり、
そのためには児童相談所のみならず関係機関や民間団体等が協働し、虐待の防止に取り組むことが必要である。
　よって政府においては、こうした痛ましい事件が二度と繰り返されないためにも、児童虐待防止対策の更な
る強化に向け、下記の事項に取り組むことを強く求める。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記
１　平成２８年度に政府が策定した「児童相談所強化プラン」を拡充し、市町村における児童虐待防止体制の
　強化や中核市・特別区への児童相談所の設置も加えた児童虐待防止体制を強化するプランを新たに策定する
　とともに、地方交付税措置を含めた必要な財源を速やかに講ずること。
２　子供の問題を児童相談所に一極集中させている現状を改めること。具体的には、児童相談所と市町村の役
　割分担を更に明確にするとともに、施設やＮＰＯ等民間機関・団体や他の行政機関等との連携を強化して役
　割分担・協働を加速する「児童相談体制改革」を行うこと。
３　児童相談所間および児童相談所と市町村の情報共有については、仮に転居があったとしても、危機感や支
　援状況が確実かつ迅速に引き継げるよう、引き継ぎの全国共通ルールを定めるとともに、全国からアクセス
　できるシステムを整備すること。また、児童相談所と警察との情報共有については、必要な情報がタイムリ
　ーかつ確実に共有できるようにするとともに、適切かつ効果的に情報共有できるシステムを新たに構築する
　こと。
４．全国共通ダイヤル「１８９」を児童虐待通告に限定し、児童相談所の相談できる窓口につながるまでの間
　にいまだ半数以上の電話が切れている実態を速やかに検証・分析し、その結果を踏まえ、児童相談所への通
　告の無料化の検討を含め、運用の改善に努めること。
５．保育所や幼稚園・学校と情報共有を図ること。いじめ防止対策と同様、小中学校の校務分掌に虐待対応を
　位置づけ、対応する組織を明確化するとともに、スクールソーシャルワーカー（ＳＳＷ）を中心とした学校
　における虐待対応体制を整備すること。
　　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。
   　　　　　　　　　　　平成３０年９月２６日　　　　　　　　　　　　　　五條市議会

児童虐待防止対策の更なる強化を求める意見書

補正予算額　　８，６３２千円
（療養給付費等交付金返還金の追加）

長● ○● ○● ●●○ ○ 可決○ ○

確かな未来へ向けた健全な財政運営を求める決議

　

       

　　まちの活性化のための環境整備、魅力あるまちづくり等々、今後市
　として取り組むべき事業が山積しており、その中でも確かな未来へ向
　け安心して住み続けたいまちづくり、すなわち「市民の幸せ」が最優
　先されるべきであると考えます。
　　 今後、取り組もうとされる「新庁舎整備事業」「周辺道路整備事業」
　「学校適正化事業」「花咲寮整備事業」等を見据えると１００億円を
　超える途方もない事業費を集中的に要し、財政に負担を強いるのは明
　らかであります。
　　また、当市の財政状況は、監査委員による決算審査意見書にも、「
　経常収支比率は大きく押し上がり前年度と比較すると２．１％悪化の
　９９．０％となっている。また、普通建設事業費は平成２７年度から
　飛躍的に増えており、それに伴い地方債残高が増加に転じ元金償還額
　が増加している。」とあります。
　　経常収支比率は、硬直化の一途をたどり、財政構造は弾力性を失い、
　年度ごとの公債費は償還の平準化、返済の先送りという工夫をし、収
　支の枠内に収まりつつも、実質公債費比率は上昇傾向にあり、将来の
　地方交付税の減額などを考えるとき、市民の皆様のための教育や福祉
　事業に支障を来す不安があります。
　　私たち議員は、理事者とともに「子育てを充実し、住んで良かった
　と思える魅力あるまちづくり」に取り組む責務があります。
　　今後において、なお一層厳しい財政状況が想定されるなか、事業を
　分散し、計画的で効率的かつ効果的な行財政運営を推進し、行政課題
　の解決、市民生活の向上と福祉の増進等、確かな未来へ向けた健全な
　財政運営を求めるものであります。
　　  以上決議します。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　 平成３０年９月２６日　　 五條市議会
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五條市土砂等の埋立て等の規制に関する条例の一部改
正について

体積用件の削除、行政代執行に係る規定の追加等を行うた
め（平成３０年１０月1日から施行）

平成３０年度五條市墓地事業特別会計補正予算(第２
号)議定について

補正予算額　　４，６００千円
（委託料、工事請負費の追加）　

平成３０年度五條市介護保険特別会計補正予算(第１
号)議定について

補正予算額　　５９，５４５千円
（介護保険財政調整基金積立金・返還金の追加）　

平成２９年度各会計歳入歳出決算認定について

長○ ●○ ●○ ○○○ ● 可決● ●
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市議会だより　

№6９
平成 30年（2018 年）１１月１日

五
條
市
議
会
第
３
回
９
月
定
例
会

　
　
　
　
　
　

及
び
第
１
回
臨
時
会
の
概
要

　

平
成
30
年
第
３
回
９
月
定
例
会
は
、９
月
３
日
に
開
会
、

会
期
を
27
日
ま
で
の
25
日
間
と
決
定
し
、
初
日
に
市
長

か
ら
市
政
の
報
告
と
提
出
議
案
の
説
明
並
び
に
教
育
長

か
ら
教
育
委
員
会
の
点
検
評
価
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

　

本
定
例
会
に
は
、
五
條
市
土
砂
等
の
埋
立
て
等
の
規

制
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
、
平
成
29
年
度
各
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
、
五
條
市
人
権
擁
護
委
員
の
候
補

者
推
薦
な
ど
の
重
要
案
件
が
市
長
か
ら
提
案
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
議
会
か
ら
は
、
9
名
の
議
員
が
一
般
質
問
を

行
う
と
と
も
に
、
児
童
虐
待
防
止
対
策
の
更
な
る
強
化

を
求
め
る
意
見
書
や
、
確
か
な
未
来
へ
向
け
た
健
全
な

財
政
運
営
を
求
め
る
決
議
を
提
出
し
、
そ
れ
ぞ
れ
慎
重

審
議
を
行
い
、
9
月
26
日
に
議
事
日
程
を
終
了
し
閉
会

し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
第
１
回
臨
時
会
は
、
10
月
１
日
に
開
会
、

会
期
を
５
日
ま
で
の
５
日
間
と
決
定
し
、
提
出
議
案
の

説
明
を
受
け
、
議
案
の
審
議
及
び
議
決
を
行
い
、
５
日

に
閉
会
し
ま
し
た
。

　

日
に
日
に
秋
も
深
ま
り
、
芸

術
や
音
楽
を
楽
し
む
最
適
の
季

節
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

シ
ダ
ー
ア
リ
ー
ナ
が
新
た
な

文
化
や
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
な

る
べ
く
開
館
し
て
か
ら
早
２
年

が
経
過
し
、
最
近
で
は
、
奈
良

県
大
芸
術
祭
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
第
１
回
と

な
る
柔
道
大
会
、
シ
ダ
ー
ス
ー

パ
ー
カ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
、
来

年
４
月
に
は
大
相
撲
の
地
方
巡

業
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

こ
う
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ

て
交
流
が
深
ま
る
こ
と
で
、
ま

ち
も
活
性
化
し
、
五
條
市
へ
の

関
心
、
そ
し
て
更
な
る
集
客
に

つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　

我
々
議
員
も
、
今
ま
で
以
上

に
地
域
の
活
性
化
と
な
る
政
策

の
提
案
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

次
回
の
議
会
の
定
例
会
は
、

12
月
で
す
。
我
々
の
生
の
声
を

聞
い
て
い
た
だ
き
た
く
、
議
場

に
も
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

議
会
広
報
編
集
委
員
会

   

委
員
長　
　
　

 

伊
谷　

賢
司

   

副
委
員
長　
　

 

岩
本　

  

孝

   

委
員　
　
　
　

  

山
口　

耕
司

     

〃　
　
　
　

   

吉
田　

  

正  
     

〃　
　
　
　

   

養
田　

全
康  

     

〃（
議
長
）　   

平
岡　

清
司

     

〃（
副
議
長
）     

窪　

         

佳
秀
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７
月
20
日
午
後
か
ら
、
奈
良

県
広
域
消
防
組
合
消
防
本
部
本

議
場
で
開
催
さ
れ
た
、
平
成
30

年
第
１
回
奈
良
県
広
域
消
防
組

合
議
会
第
１
回
臨
時
会
の
概
要

を
報
告
い
た
し
ま
す
。

　

会
議
で
は
ま
ず
、
臨
時
議
長

に
よ
る
正
副
議
長
の
選
挙
が
行

わ
れ
、
指
名
推
薦
に
よ
り
議
長

に
は
桜
井
市
の
札
辻
輝
巳
議
員
、

副
議
長
に
は
五
條
市
の
養
田
全

康
議
員
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

次
に
、
定
期
監
査
の
結
果
に

関
す
る
報
告
並
び
に
例
月
出
納

検
査
の
結
果
報
告
が
監
査
委
員

か
ら
あ
り
、
続
い
て
管
理
者
か

ら
の
行
政
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

議
案
審
議
で
は
、
水
槽
付
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
・
救
助
工
作

車
等
の
購
入
な
ど
財
産
取
得
８

議
案
に
つ
い
て
、
慎
重
審
議
を

経
て
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
、
監
査
委
員
に
識
見

を
有
す
る
者
と
し
て
梅
崎
浩
充

氏
が
、
議
会
選
出
と
し
て
大
和

郡
山
市
の
村
田
俊
太
郎
議
員
が

選
任
同
意
さ
れ
、
本
臨
時
会
は

閉
会
い
た
し
ま
し
た
。

　
奈
良
県
広
域
消
防
組
合

　

    

議
会
の
報
告  （
概
要
）

目　次

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ
り
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た
方
々
に
対
し
、

哀
悼
の
意
を
表
し
ま
す
と
と
も
に
、
被
害
に
遭
わ
れ
ま
し
た
方
々
に
対
し
、

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

16定例会の概要1

一
般
質
問　
　
　
　

 　
　
　
　

  

２
〜
10
ペ
ー
ジ

総
務
文
教
常
任
委
員
会
の
報
告　

 　

  

11
ペ
ー
ジ

厚
生
建
設
常
任
委
員
会
の
報
告　

 　

  

12
ペ
ー
ジ

決
算
審
査
特
別
委
員
会
の
報
告　

 　

  

13
ペ
ー
ジ

表
決
結
果
と
議
決
結
果　
　
　
　

 　

  

14
ペ
ー
ジ

意
見
書
・
決
議
ほ
か　
　
　
　
　

 　

  

15
ペ
ー
ジ

議
会
運
営
委
員
会
の
視
察
・
編
集
後
記
ほ
か　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

          　

    

16
ペ
ー
ジ

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
７
月
３
日
か
ら
５
日
に
、
千
葉
県
・
東

京
都
及
び
栃
木
県
で
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

３
日
に
は
、
「
母
に
な
る
な
ら
、
流
山
」
を
推
し
進
め
て
い
る

流
山
市
を
訪
問
。
子
育
て
世
代
の
転
入
者
が
増
え
、
働
き
盛
り
の

人
口
増
加
を
達
成
し
た
流
山
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動

に
つ
い
て
研
修
を
受
け
、
人
口
増
に
は
母
子
へ
の
利
便
性
や
良
質

な
住
環
境
、
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
が
重
要
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

   

翌
４
日
は
、
市
町
村
と
し
て
全
国
で
初
め
て
複
式
簿
記
、
発
生

主
義
の
考
え
方
を
加
え
た
新
公
会

計
制
度
を
導
入
し
た
町
田
市
を
訪

問
、
議
会
改
革
の
取
組
及
び
新
公

会
計
制
度
の
議
会
活
用
に
つ
い
て

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

５
日
に
は
、
宇
都
宮
市
の
道
の

駅
「
う
つ
の
み
や　

ろ
ま
ん
ち
っ

く
村
」
を
指
定
管
理
者
と
し
て
管

理
し
て
い
る
地
域
商
社
の
（
株
）

フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
・
フ
ォ
レ
ス
ト
を

訪
問
、
他
団
体
が
運
営
し
て
い
た

「
ろ
ま
ん
ち
っ
く
村
」
を
年
間
１

４
０
万
人
が
訪
れ
る
人
気
の
観
光

ス
ポ
ッ
ト
に
変
貌
さ
せ
、
地
元
を

丸
ご
と
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
ビ
ジ

ネ
ス
を
実
施
、
地
域
商
社
と
し
て

注
目
を
集
め
る
同
社
代
表
取
締
役

松
本
謙
氏
に
よ
る
研
修
を
受
け
、

物
や
心
を
動
か
す
に
は
、
ス
ト
ー

リ
ー
性
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン

ト
性
が
必
要
と
の
説
明
を
受
け
ま

し
た
。

　

今
回
の
３
市
の
視
察
研
修
で
得

た
成
果
を
今
後
の
議
会
運
営
に
生

か
す
べ
く
活
動
を
続
け
て
ま
い
り

ま
す
。

議会運営委員会視察　in 流山市　町田市　宇都宮市

　

新
庁
舎
建
設
及
び
周
辺

道
路
整
備
特
別
委
員
会
で

は
、
８
月
13
日
に
、
和
歌

山
県
紀
の
川
市
、
奈
良
県

葛
城
市
で
議
場
の
会
議
シ

ス
テ
ム
の
視
察
を
行
い
ま

し
た
。

　

最
初
に
訪
れ
た
紀
の
川

市
で
は
、
五
條
市
と
同
じ

設
計
業
者
が
手
が
け
平
成

25
年
に
完
成
し
た
新
庁
舎

で
、
議
場
や
委
員
会
室
の

シ
ス
テ
ム
の
説
明
を
受
け

ま
し
た
。
定
例
会
や
臨
時

会
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配

信
は
行
っ
て
お
ら
ず
、
庁

内
で
モ
ニ
タ
ー
放
映
を
行

っ
て
い
ま
す
。,

   

次
に
訪
れ
た
葛
城
市
で

は
、
昨
年
に
議
会
の
会
議

シ
ス
テ
ム
が
改
修
さ
れ
て

お
り
、
操
作
の
実
演
に
よ

り
会
議
中
の
画
像
の
様
子

を
見
学
し
ま
し
た
。
新
シ

ス
テ
ム
と
な
り
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
で
定
例
会
や
一

部
を
除
く
委
員
会
の
ラ
イ

ブ
中
継
や
録
画
配
信
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
２
市
の
視
察
を

基
に
、
五
條
市
で
の
議
会

シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に

す
る
か
、
更
に
検
討
し
て

ま
い
り
ま
す
。

新庁舎建設及び周辺道路整備特別委員会視察　in 紀の川市　葛城市

　（ろまんちっく村）


